
「NOSAIおおいた」は、今年4月に県下4組合が合併し、新組合としてスタートしました。
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～麦の「災害収入方式」で経営安定を～
麦は天候被害を受けやすく、収量の減少幅は小さくても品質の低下を引き起こす
場合があります。災害収入方式は、減収に加え、品質の低下による
生産金額 (収入 ) の減少も補てんの対象としています。

麦共済の引受けが始まります

9割補償で安心の農業経営をサポートします

共済金は出荷データで
算定します

共済掛金には国からの助成があります

　災害収入方式では農家ごとに過去
の出荷数量等の実績をもとに規格別
の収穫量を算出し、規格ごとの契約
価格と引受面積を乗じて「基準生産
金額」を算定します。この「基準生
産金額」に農家の選択した「補償割
合」（９割～４割）によって「共済
金額」（お支払いする共済金の限度
額）が決まります。安心の農業経営
に向けて９割補償でのご加入をお勧
めしています。

　出荷データを銘柄・規格ごとに調
査し、生産金額が基準生産金額の９
割（９割補償の場合）に達しないと
きにお支払いします。

　共済掛金は、共済金額×共済掛金率で算出します。
　27 年産では旧組合の掛金率が適用され、これに個人ごとの危険段階での修正が加わ
ります。
　共済掛金は、国と加入農家で負担しますが、国がおおむね 5 割を負担しています。 

Bランク
1等　220㎏

補償割合
9割～4割

補てん対象外
共
済
限
度
額（
最
高
補
償
額
）

Bランク
2等　40㎏

Bランク

規格外A　20㎏ 規格外A　14円

２等　108円

Bランク
１等　133円

× ＝

規格別単価
（民間流通価格）

基準生産金額
33,860円

10a当たり
平均出荷量280㎏

共済金支払対象
8,474円

共済限度額
（9割）
30,474円

生産金額
22,000円

補てん対象外（1割） 補てん対象外（1割）

生
産
金
額
の
減
少
額

基準生産金額
33,860円

生産金額
規格別収穫量（10a当たり収量）

 1等 80㎏
 2等 100㎏
 規格外 40㎏

 Bランク1等 80㎏ × 133円＝ 10,640円
 Bランク2等 100㎏ × 108円＝ 10,800円
 規格外A 40㎏ × 14円＝ 560円
    合計 22,000円

引受時の単価

【例】基準生産金額が 33,860 円 /10㌃での農家の選択した補償割合が 90％の場合 
	 [ 共済金額（10㌃）]	 ＝	 [ 基準生産金額（10㌃）]	 ×	 [ 選択補償割合 ]
	 30,474 円	 ＝	 33,860 円	 ×	 90％

※規格別単価は説明用のもので実際の単価とは異なります。

【例】共済金（10㌃当たり） 
	 （	共済限度額　－　生産金額	）	×	共済金額／共済限度額	 ＝	 支払共済金	
	 （	30,474 円　－　22,000 円	）	×	 30,474 円／ 30,474 円	 ＝	 8,474 円	

その他ご加入の条件など詳細は最寄りの支所または出張所へお問い合わせください。
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大
分
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
研
究
指

導
セ
ン
タ
ー
農
業
研
究
部
水
田
農
業
グ

ル
ー
プ
の
清
水
康
弘
さ
ん
に
麦
の
肥
培

管
理
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

	

水
稲
の
収
穫
も
終
わ
り
、
水
田
で
は
こ

れ
か
ら
麦
の
播
種
が
始
ま
り
ま
す
。

　

多
収
・
高
品
質
の
麦
作
り
は
基
本
作
業

の
「
排
水
対
策
」「
適
期
播
種
」「
雑
草
防

除
」「
麦
踏・土
入
れ
」「
施
肥
」「
病
害
防
除
」

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１ 

排
水
対
策

　

排
水
対
策
は
畑
作
物
で
あ
る
麦
作
り

の
最
も
基
本
で
大
切
な
作
業
で
す
。
麦
は

排
水
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
湿
害
を
回
避
す
る
他
に
、
①
降
雨
後

で
も
速
や
か
に
圃
場
に
入
っ
て
、
播
種
、

管
理
作
業
が
適
期
に
実
施
で
き
る
、
②
除

草
剤
の
効
き
が
良
く
雑
草
の
発
生
を
抑
え

る
、
等
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

播
種
前
の
排
水
対
策
は
手
間
が
か
か

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
後
の
作
業
が
楽

に
な
り
、
収
量
・
品
質
も
向
上
し
ま
す
。

　

排
水
対
策
は
暗
き
ょ
等
の
「
地
下
排
水
」

と
、圃
場
内
の
溝
切
り
に
よ
る「
表
面
排
水
」

を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

生
育
途
中
に
お
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に

雨
水
が
排
水
さ
れ
て
い
る
か
降
雨
時
に

排
水
溝
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

２ 
適
期
播
種

　

各
麦
種
と
も
播
種
適
期
は
11
月
中
下

旬
で
、
早
播
き
す
る
と
寒
害
を
受
け
や

す
く
な
り
、
播
種
が
遅
れ
る
と
茎
数
が

不
足
し
減
収
し
ま
す
（
図
１
）。
収
量
を

確
保
す
る
た
め
に
は
適
期
播
種
が
大
切

で
す
。
播
種
が
遅
れ
た
場
合
は
茎
数
を

確
保
す
る
た
め
播
種
量
を
３
～
５
割
程

度
増
量
し
ま
す
。

　

適
期
播
種
に
は
事
前
の
排
水
対
策
が

重
要
で
、
一
度
耕
起
し
た
後
に
降
雨
が

あ
る
と
、
圃
場
内
は
乾
き
難
く
、
長
期

間
入
れ
な
く
な
る
の
で
、
極
力
播
種
直

前
に
耕
起
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

雑
草
防
除

　

雑
草
防
除
は
播
種
後
除
草
剤
、中
耕
・
土

入
れ
、
中
期
除
草
剤
の
利
用
が
基
本
で
す
。

　

砕
土
が
荒
い
と
除
草
剤
の
効
果
不
足

や
薬
害
の
危
険
が
大
き
く
な
る
の
で
砕

土
を
細
か
く
し
ま
す
。

　

播
種
後
の
降
雨
で
播
種
後
除
草
剤
を

散
布
で
き
な
か
っ
た
り
、
残
草
が
多
い

圃
場
で
は
草
種
に
合
っ
た
中
期
除
草
剤

を
散
布
し
ま
す
（
表
１
）。

４ 

麦
踏
・
土
入
れ

　

茎
数
増
加
、
耐
寒
性
向
上
、
雑
草
防
除
、

倒
伏
防
止
等
様
々
な
効
果
が
あ
り
、収
量
・

品
質
向
上
の
為
に
は
欠
か
せ
な
い
作
業
で

す
。
１
～
２
月
中
旬
の
間
に
２
～
３
回
実

施
し
ま
す
。
麦
踏
は
湿
田
で
は
軽
め
に
行

い
、
降
雨
後
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

５ 

施　
肥

　
「
麦
は
肥
料
で
と
る
」
と
言
わ
れ
る
様

に
、
施
肥
が
収
量
・
品
質
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
特
に「
分
げ
つ
肥
」「
穂
肥
」

「
実
肥
（
醤
油
用
小
麦
の
み
）」
等
の
追

肥
は
適
期
に
適
量
を
施
肥
し
ま
し
ょ
う
。

６ 
病
害
防
除

　

特
に「
赤
か
び
病
」の
防
除
が
重
要
で
す
。

出
穂
後
に
曇
天
で
降
雨
が
多
く
気
温
が

高
い
年
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

薬
剤
防
除
は
出
穂
後
の
２
回
防
除
が

基
本
で
す
。（
１
回
目
は
小
麦
出
穂
後
７

～
10
日
、
裸
麦
出
穂
後
５
～
７
日
、
大

麦
出
穂
後
12
～
14
日
、
２
回
目
は
１
回

目
散
布
か
ら
７
日
後
が
目
安
で
す
。）

多収・高品質の麦作り ここが大切

表１　主要雑草と中期除草剤
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H18

H19

H20

収
量
比
（
％
）

播種日
10/4 10/24 11/13 12/3 12/23 1/12 2/1

図１　播種日と収量の関係
（場内試験・H18～20年ニシノホシ）

注）	収量比はその年度の平均収量に対する
試験区の収量の比率を表す。

薬 剤名 使 用 時 期 スズメノ
テッポウ

カラスノ
エンドウ

カズノコ
グサ

ヤエムグ
ラ タデ類 カラスム

ギ

アクチノール乳剤 ～穂ばらみ期まで × ３葉期
まで × ４葉期

まで ※２ ×

バサグラン液剤 小麦 ～収穫45日前まで
大麦 ～収穫90日前まで × ６葉期

まで × ６葉期
まで ※２ ×

ハーモニー水和剤 麦１葉期
　　～節間伸長前まで

５葉期
まで
※1

× ３葉期
まで △ ※２ ×

上記使用晩限の目安（平坦地）
穂ばらみ期	 ３月下旬
小麦収穫45日前	 ４月中旬
大麦収穫90日前	 ２月下旬
節間伸長前	 ２月中旬

※１　抵抗性スズメノテッポウには効果なし。
※２　生育初期のみ効果あり。
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　人でも風邪の引き始めに喉が痛くなっ
たり鼻水が出たりすると、私たちは風邪
の予防に喉のうがい・鼻うがいをしたり
します。外から入ってくるほこりや細菌・
ウイルスが喉や鼻の粘膜に付着するた
め、うがいをしているのです。また喉が痛いときに喉に塗るスプレーを直接喉に噴霧したりし
ます。これは喉の粘膜の炎症を抑えたり殺菌したりしているのです。
　しかし子牛はうがいが出来ないので鼻からチューブを通して喉や鼻の消毒をするという方法
を大学の動物病院などでも行っています。
　風邪を引いて食欲がない牛は喉に炎症があることが考えられます。そのような場合は喉の消
毒を併用することで食欲が出てきて回復も早くなります。

　風水害などの自然災害や病虫害、獣害等 ( 共
済事故 ) により減収がある場合は、その減収程
度によって共済金が支払われます。
　共済事故が発生した場合はすぐに通知をして
ください。確認に伺います。

子牛の風邪に喉の消毒を
子牛の呼吸器疾患は喉から始まる。

大豆共済の加入者の皆様 被害通知はお早めに

東 部 支 所	 	TEL.0978-63-4466	 南 部 支 所	 	TEL.0974-22-3330
中西部支所	 	TEL.0973-72-3409	 竹田出張所	 	TEL.0974-63-2825
大分出張所	 	TEL.097-576-7461	 北 部 支 所	 	TEL.0978-32-1307

支所・出張所

連絡先

中西部支所家畜診療所
獣医師

牲
にえかわ
川　芳

よしたつ
達

診療所だより
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県
内
で
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
８
月
末
現
在
、
１
１
２
件
で
約

３
億
７
千
万
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

◦	｢

自
分
に
も
詐
欺
の
電
話
が
か
か
っ
て

く
る
」
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と

◦	

詐
欺
に
使
わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
覚

え
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

○
詐
欺
の
『
キ
ー
ワ
ー
ド
』

❶
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
封
筒
が
届
い
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

届
い
た
ら
譲
っ
て
欲
し
い
。
連
絡
を
し

て
欲
し
い
。

❷
お
金
は
あ
と
で
返
し
ま
す
。

❸
あ
な
た
の
名
義
だ
け
を
貸
し
て
下
さ

い
。
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。

❹
あ
な
た
だ
け
に
権
利
が
あ
る
。

❺
購
入
し
た
ら
高
値
で
買
い
取
る
。
高
額

な
配
当
が
あ
る
。

❻
支
払
わ
な
い
と
「
裁
判
に
な
る
」「
警

察
に
逮
捕
さ
れ
る
」

❼
お
金
は
「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
」「
宅
配
便
」

で
送
っ
て
。

❽
ロ
ト
６
な
ど
宝
く
じ
の
当
せ
ん
番
号
を

教
え
ま
す
。

❾
医
療
費
等
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
の
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

	

○�

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、宅
配
便
で
現
金
を

送
れ
」
に
注
意

　

要
求
す
る
現
金
の
送
金
方
法
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で
の
振
込
み
の
他
、
最
近

で
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
を
使
う
事

案
が
増
え
て
い
ま
す
。

＊
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現
金
を
送

る
こ
と
は
、
郵
便
法
や
宅
配
便
事
業
者
の

約
款
（
規
則
）
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

		

加
え
て
、
正
当
な
商
取
引
で
は
、
送
金

記
録
の
残
ら
な
い
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配

便
で
現
金
を
送
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
詐
欺
で
す
の
で
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
多
発 

３
億
７
千
万
円

『
キ
ー
ワ
ー
ド
』を
覚
え
て
被
害
防
止
を

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

脇
わき
　一
いち
朗
ろう
	室長

「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
宅
配
便
で
現
金

送
れ
」
は
、
全
て
詐
欺
で
す

安全・安心な地域づくり

県
内
外
農
政
の
動
き

▽
農
民
運
動
全
国
連
合
会
に
よ
る
と
、

14
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
の
概
算
金
は
、
新

潟
・
一
般
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
前
年
産

比
１
７
０
０
円
下
げ
の
60
キ
ロ
当
た
り

１
万
２
千
円
に
設
定
さ
れ
、
主
要
銘
柄

は
１
２
０
０
～
４
２
０
０
円
の
引
き
下

げ
と
な
っ
た
。
早
生
品
種
は
７
千
～

８
千
円
台
で
、
栃
木｢

あ
さ
ひ
の
夢｣

（
６
５
０
０
円
）
な
ど
６
千
円
台
の
銘

柄
も
あ
る
。
▽
農
家
手
取
り
で
60
キ
ロ

当
た
り
約
１
万
３
千
円
が
確
保
で
き
る

米
の
消
費
者
価
格
は
５
キ
ロ
２
千
円
だ

が
、
こ
れ
は
、
ご
は
ん
茶
碗
１
杯
（
65

㌘
）
換
算
で
26
円
に
過
ぎ
な
い
。
主
食

で
あ
る
米
の
安
定
供
給
に
は
、
持
続
可

能
な
水
田
営
農
の
確
立
は
欠
か
せ
な

い
。
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
国
民
運

動
の
強
化
を
含
め
、
政
府
は
再
生
産
可

能
な
価
格
が
確
保
さ
れ
、
安
心
し
て
米

づ
く
り
が
で
き
る
対
策
の
実
施
を
急
ぐ

べ
き
だ
。

（
農
業
共
済
新
聞
９
月
４
週
号
２
面
よ

り
一
部
抜
粋
）

14
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
大
幅
引
き
下
げ　
生
産
現
場
に
不
安
広
が
る

営農と暮らしに役立つ情報
お届けします。
月４回発行で年間購読料
4,680円 ( 年極め )

農業共済新聞を２か月間
無料でお届けします。

お試しキャ
ンペーン

実施中！

地元大分のページ ｢おおいた版｣
をぜひ一度ご覧ください。
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東部支所（国東市国東町）

西
にしかわ

川　政
まさかず

一さん（61）
担当戸数　４戸

　

私
の
地
域
は
海
岸
部
に
近
く
、
台
風
に

よ
る
潮
風
害
が
心
配
で
す
。
こ
こ
何
年
か

は
影
響
の
あ
る
台
風
は
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
過
去
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
時
や
、
近

頃
の
各
地
に
お
け
る
災
害
な
ど
、
い
つ
ど

ん
な
被
害
を
受
け
る
か
わ
か
ら
ず
、
共
済

の
加
入
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

飼
料
米
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
ま
で
と
違
い
今
年
度
か
ら
は
収
量
に

応
じ
た
交
付
単
価
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
品
種
も
改
良
さ
れ
て
い
ま

す
が
安
定
し
た
収
量
が
確
保
で
き
る
か
が

今
は
心
配
で
す
。

　

百
姓
は
常
に
、
い
い
も
の
を
少
し
で
も

多
く
と
り
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
い

つ
も
、
毎
作
ご
と
を
、
一
年
生
と
思
っ
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
回
１
年
生
の
気
持
ち
で中西部支所（大分市）

和
わ だ

田　幸
こういち

一さん（74）
担当戸数　14 戸

　
共
済
部
長
を
務
め
て
、
９
年
目
に
な
り

ま
す
。
農
業
経
営
を
す
る
中
で
、
今
直
面

し
て
い
る
大
き
な
問
題
は
、
後
継
者
不
足

で
す
。
私
は
、
集
落
内
で
後
継
者
が
い
な

い
農
家
の
方
の
圃
場
、
約
90
㌃
で
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
の
作
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
も
気
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
米
作
り
で
は

食
っ
て
は
い
け
な
い
。
も
っ
と
魅
力
の
あ

る
農
業
を
模
索
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

共
々
、
後
継
者
探
し
、
育
成
に
携
わ
る
機

会
が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
合
併
し
、
広
域
に
な
っ

た
為
こ
れ
か
ら
職
員
の
皆
さ
ん
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
は
、
講
習
会
や
農
家
訪
問
な
ど

を
増
や
し
、私
た
ち
農
家
と
の
接
点
強
化
、

及
び
相
互
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
欲

し
い
で
す
ね
。

共
に
後
継
者
育
成
を

北部支所（豊後高田市）

白
しらいし

石　利
としひこ

彦さん（72）
担当戸数　３戸

　
今
年
度
も
引
き
続
き
共
済
部
長
と
損
害

評
価
員
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
務
め
て
い
ま
す
の
で
、
台
風
や
天
候

不
順
に
よ
る
被
害
の
年
も
経
験
し
ま
し
た
。

今
年
は
日
照
不
足
等
心
配
な
点
が
あ
り
ま

す
が
、
適
正
な
評
価
に
努
め
た
い
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
で
巨
峰
を
約
１
２
０
㌃
栽
培
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
晩
腐
病
な
ど
被
害
も

で
て
い
ま
す
。
稲
と
同
様
に
今
年
も
多
く

の
農
作
物
が
天
候
の
影
響
を
受
け
そ
う
で

す
。
ま
た
、
近
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
や

後
継
者
不
足
な
ど
農
家
に
と
っ
て
頭
を
悩

ま
す
問
題
ば
か
り
で
先
行
き
が
不
安
で

す
。

　
合
併
後
も
変
わ
ら
ぬ
農
家
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
欲
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
組
合
員
と
の
密
な
関
係
を
築

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

適
正
評
価
に
努
め
た
い

南部支所（佐伯市弥生）

加
か と う

藤　宗
むねよし

義さん（66）
担当戸数　14 戸

　
今
年
４
月
に
共
済
部
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は
、
農
家
の
経
営
安

定
を
図
る
農
業
災
害
対
策
の
基
幹
的
制
度

と
し
て
、
昭
和
22
年
に
発
足
し
た
歴
史
あ

る
制
度
で
す
。
現
在
、
政
府
与
党
で
は
農

政
改
革
に
向
け
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す

が
改
革
議
論
は「
農
業
生
活
者
の
視
点
で
」

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
ま
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
が
、
農
地
の
有
効
利
用
の
推

進
を
図
り
、「
農
産
物
の
自
給
率
の
向
上
」

を
高
め
る
と
共
に
、
付
加
価
値
を
求
め
元

気
な
農
業
・
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
農
家
の
支
援
・
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
制
度
の
維
持
向
上
の
た
め
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

農
業
生
活
者
の
視
点
で
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由
布
市
庄
内
町
の
大
塚
梨
園
で
は
自
家

産
の
梨
で
作
る
パ
イ
と
タ
ル
ト
が
人
気
。

大お
お
つ
か塚
雅ま

さ
ひ
こ彦
さ
ん
（
61
）、
貴き

映え

子こ

さ
ん

（
63
）
夫
妻
が
愛
情
こ
め
て
栽
培
す
る
甘

く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
梨
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

て
い
ま
す
。「
梨
の
お
い
し
さ
を
い
つ
も

と
違
っ
た
形
で
味
わ
っ
て
」
と
貴
映
子
さ

ん
。
き
め
細
や
か
で
、
舌
触
り
が
よ
く
、

梨
の
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
コ
ン
ポ
ー
ト

　

梨
は
、
コ
ン
ポ
ー
ト
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。
梨
の
コ
ン
ポ
ー
ト
は
皮
と
芯
を
取

り
除
い
た
梨
に
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
そ
の
果

汁
の
出
具
合
を
見
て
火
を
入
れ
ま
す
。
炊

き
す
ぎ
ず
早
め
に
火
を
止
め
、
一
晩
お
く

こ
と
が
梨
の
食
感
を
残
す
ポ
イ
ン
ト
。
品

種
に
よ
っ
て
特
性
が
違
う
た
め
、
加
熱
時

間
や
糖
分
の
量
の
調
整
が
欠
か
せ
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

梨
の
良
さ
を
大
切
に
、
多
く
の
方
に
喜

ば
れ
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
も
の
を

と
考
え
、
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
梨
パ
イ

と
梨
タ
ル
ト
。
20
年
間
、
フ
ァ
ン
に
愛
さ

れ
続
け
る
味
に
。

　

梨
パ
イ
、
梨
タ
ル
ト
で
秋
の
味
覚
を
堪

能
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
環
処
理
で
お
届
け
し
て
い
ま
す

　
国
東
市
国
東
町
の
「
Ｔ
Ａ
Ｇ
‐
Ｋ
Ｎ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
（
タ
グ
ナ
イ
ト
）」
代
表
の
久く

ぼ保

幸さ
ち

子こ

さ
ん
は
国
東
半
島
の
豊
か
な
自
然

で
育
っ
た
野
生
鹿
を
ペ
ッ
ト
用
の
鹿
肉

ジ
ャ
ー
キ
ー
と
し
て
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
解
肉
か
ら
加
工
ま
で
一
環
処

理
で
、
安
心
安
全
に
自
信
を
持
っ
て
仕
上

げ
て
い
ま
す
」
と
久
保
さ
ん
。

　

も
と
も
と
愛
犬
家
の
久
保
さ
ん
、
以
前

地
元
の
猟
師
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
鹿
肉

を
犬
に
与
え
た
と
こ
ろ
目
に
見
え
て
毛
艶

が
よ
く
な
り
、
更
に
元
気
に
な
っ
た
こ
と

で
鹿
肉
の
良
さ
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
さ
で

　

肉
は
す
べ
て
猟
銃
で
駆
除
し
た
鹿
の
み

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
丁
寧
に
血
抜
き
を
し

て
鮮
度
の
よ
い
肉
質
を
保
っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
素
材
の
良
さ
を
生
か
す
た
め
、
在

庫
は
置
か
ず
受
注
生
産
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
を
中
心
に
県

外
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
贈
答
用

と
し
て
も
人
気
に
。「
女
性
な
ら
で
は
の

き
め
細
や
か
な
加
工
処
理
を
し
て
プ
レ
ミ

ア
ム
な
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
久
保
さ
ん
。

愛
情
い
っ
ぱ
い
の
梨
を
ふ
ん
だ
ん
に

梨
パ
イ
と
梨
タ
ル
ト

鹿肉は高タンパクで低カロリー

☎090-1552-6760
○住国東市国東町鶴川 178-3
http://www.tagrin.jimdo.com
生肉も取扱っています (冷凍 )

大塚梨園　☎097-582-3928
○時営業時間／9：00～ 16：00
○住由布市庄内町高岡 970-36
★発送対応しています。
梨パイ、梨タルトともに 1,500 円
※	大量生産はできないため予約生産となっています。

「自慢の味です。ぜ
ひ食べてみてくだ
さい」と大塚夫妻。

猟銃免許を取得し、先輩ハンター
と山を歩き修行中だそうです。

加工作業をする久保さん

梨タルト（左）と梨パイ（右）

プ
レ
ミ
ア
ム
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

鹿
肉
ジ
ャ
ー
キ
ー
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南
部
支
所

　

建
物
共
済
加
入
者
の
皆
さ
ま

　

共
済
部
長
さ
ん
に
よ
る
建
物
共
済
推
進

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
建
物
共
済
の
更
新
月
は
、
11
月
～
1

月
と
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ
ま
し
た
金
融

機
関
よ
り
口
座
振
替
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
現
金
で

の
納
入
の
方
は
、
共
済
部
長
さ
ん
又
は
職

員
が
集
金
に
伺
い
ま
す
。

　

建
物
共
済
掛
金
納
付
書
を
共
済
部
長
さ

ん
よ
り
配
布
し
ま
す
の
で
、
更
新
月
等
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

　
　
　
　
　

｢

口
座
振
替
」
で

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
共
済
掛
金

納
入
及
び
共
済
金
支
払
等
の
適
正
化
・
効

率
化
を
推
進
す
る
た
め
、
共
済
掛
金
等
納

入
の｢

口
座
振
替｣

を
積
極
的
に
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

便
利
で
、
お
手
続
き
も
簡
単
�

　

｢

口
座
振
替｣

を

利
用
さ
れ
ま
す
と
、

納
入
の
際
に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
や
金
融
機

関
に
出
向
く
必
要

が
な
く
、
自
動
的

に
預
貯
金
か
ら
振

り
替
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ

が
な
く
、
大
変
便

利
で
す
。｢

口
座
振

替｣

の
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
依
頼
書

に
記
入
・
押
印
す
る
だ
け
の
簡
単
な
手
続

き
で
す
。
ま
た
、
引
き
落
と
し
に
は
一
切

手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
口
座
振
替
」
へ
の
切
り
替
え
が
お
済

み
で
な
い
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
切
り

替
え
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
お
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
支
所
・
出

張
所
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

読
者
の
声
よ
り

（
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
と
回
答
）

　

杵
築
市
の
Ｋ
さ
ん
よ
り
次
の
よ
う
な
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
こ
と
は
一

度
も
無
い
の
で
す
が
、
毎
年
水
田
の
地
番

毎
に
被
害
申
請
の
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
て
来

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
入
っ
て
い
る
農
家

の
殆
ん
ど
は
、
ま

ず
使
い
ま
せ
ん
。

（
そ
れ
で
保
険
が
成

立
し
て
い
る
）
そ

の
カ
ー
ド
の
紙
代
・

印
刷
コ
ス
ト
・
送

料
・
手
間
賃
（
人

件
費
）
は
無
駄
と

思
う
の
で
す
が
。	

　

不
幸
に
も
、
一

部
の
使
用
す
る
農

家
は
都
度
そ
の
カ
ー
ド
を
作
っ
て
も
ら
え

ば
済
む
話
だ
と
思
い
ま
す
。

（
回
答
）

　

平
成
20
年
産
ま
で
は
、
水
稲
共
済
の
被

害
申
告
の
野
帳
・
立
札
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
よ

り
共
済
部
長
さ
ん
等
に
被
害
状
況
に
応
じ

て
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
被
害
の
あ
っ
た

加
入
者
さ
ん
は
共
済
部
長
さ
ん
等
か
ら
野

帳
・
立
札
を
受
け
取
り
、
自
ら
地
名
地
番

等
を
記
入
し
て
被
害
申
告
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
20
年
12
月
よ
り
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
に
て
地
名
地
番
・
面
積
等
を
記
載

し
野
帳
・
立
札
を
す
べ
て
の
加
入
者
の
皆

さ
ま
に
あ
ら
か
じ
め
配
布
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
①
被
害
申
告
の
際
の

手
間
を
省
く
こ
と
、
②
被
害
申
告
漏
れ
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
に
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
本
県
に
お
い
て
も
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
ご
高
齢
の
組
合
員
さ
ん
が
増
え

る
中
、
被
害
申
告
を
容
易
に
す
る
こ
と
、

農
家
の
唯
一
の
災
害
補
償
制
度
と
し
て
被

害
申
告
漏
れ
を
な
く
す
こ
と
は
非
常
に
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
業
務
効
率
化
及
び
農

家
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
所
事
業
部
収
穫
共
済
課
）

おしらせ

掲示板
NOSAI おおいた

南部支所管内　建物共済掛金口座振替日
更新月 市 町・地区 ＪＡ ゆうちょ 銀行・信用組合

11月

臼杵市 野津町 11月14日 11月17日

11月20日竹田市
西部・南部・北部

11月10日
11月17日

荻町・直入町 11月25日

豊後大野市 清川町・緒方町・
大野町 11月14日 11月17日

12月
竹田市

東部・西部
12月8日

12月15日

12月22日
荻町・久住町 12月24日

豊後大野市
三重町・朝地町

12月12日 12月15日
千歳町・犬飼町

１月
佐伯市 佐伯市・宇目・

直川 1月14日
1月15日

1月20日
竹田市 荻町 1月26日
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保健師さんの健康アドバイス

働
き
盛
り
世
代
は
要
注
意

男
性
更
年
期
障
害

　
更
年
期
障
害
と
聞
く
と
、
女
性
特
有
の

病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
男
性
に

も
起
こ
り
ま
す
。
男
性
の
更
年
期
障
害
も
、

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
よ
る
も
の
が
大
き

く
、
40
歳
か
ら
60
歳
代
に
発
症
す
る
こ
と

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
症
状
が
現
れ

る
時
期
や
経
過
に
個
人
差
が
あ
り
、
発
症

し
て
い
て
も
気
が
つ
き
に
く
い
よ
う
で
す
。

症
状

　

男
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
男
性
に
も
女
性
に

も
あ
り
ま
す
。
男
性
の
場
合
は
脳
か
ら
送

ら
れ
る
指
令
を
受
け
、
主
に
「
精
巣
」
か

ら
つ
く
ら
れ
ま
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
強

い
筋
肉
や
骨
を
作
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
物

事
を
判
断
し
た
り
、
記
憶
す
る
と
い
っ
た

認
知
力
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
低
下
す
る
と
心
身
に
様
々
な
症
状
が

現
れ
ま
す
。

・
身
体
症
状
…	

関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
発
汗

や
ほ
て
り
、
疲
れ
や
す
い
、

肥
満
、
頻
尿
な
ど

・
精
神
症
状
…	

い
ら
い
ら
、不
安
、憂
う
つ
、

眠
れ
な
い
、
興
味
や
意
欲

の
喪
失
な
ど

・
性
機
能
症
状
…	

勃
起
力
低
下
、
性
欲
低
下

発
症
に
関
わ
る
要
因

　

最
大
の
要
因
は
加
齢
で
す
。
男
性
は
誰

で
も
、
年
齢
と
共
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
が
低

下
し
て
い
く
一
方
、「
ス
ト
レ
ス
」
を
要

因
に
急
激
な
低
下
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
中
高
年
は
、
仕
事
や
家
庭
内

で
の
ス
ト
レ
ス
も
多
い
年
代
で
す
。
長
期

間
に
わ
た
っ
て
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け

続
け
る
と
、
男

性
ホ
ル
モ
ン
が

急
激
に
低
下
し

て
、
体
や
心
な

ど
に
変
調
を
き

た
し
や
す
く
な

る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

診
断

　

更
年
期
障
害
を
発
症
す
る
と
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
受
診
し
て

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

受
診
す
る
医
療
機
関
は
男
性
ホ
ル
モ
ン

の
測
定
や
そ
れ
に
関
わ
る
診
療
を
行
っ
て

い
る
泌
尿
器
科
に
な
り
ま
す
。

＊	

近
年
で
は
、
男
性
更
年
期
外
来
や
メ
ン

ズ
ヘ
ル
ス
外
来
な
ど
を
設
け
て
い
る
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
問
診
や
血
液

検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

・ 

問
診
：
身
体
症
状
、
精
神

症
状
、
性
機
能
症
状
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

・ 

血
液
検
査
：
血
液
中
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ

ン
と
い
う
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
値
を
調
べ

ま
す
。

　

上
記
の
他
に
、
外
陰
部
や
精
巣
、
前
立

腺
な
ど
の
診
察
が
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
値
が
低

い
と
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど

の
「
生
活
習
慣
病
」
の
発
症
率
が
高
ま
り

ま
す
か
ら
、
全
身
の
状
態
を
調
べ
る
一
般

的
な
検
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療

　
治
療
の
中
心
と
な
る
の
が
、
男
性
ホ
ル

モ
ン
補
充
療
法
で
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
「
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
」
を
筋
肉
注
射

す
る
治
療
法
で
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
分
泌

の
指
令
を
出
す
ホ
ル
モ
ン
を
補
充
す
る
こ

と
で
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
の
分
泌
を
促
す

治
療
法
も
あ
り
ま
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
補

充
療
法
に
よ
り
、
約
６
割
の
患
者
さ
ん
に

性
機
能
の
改
善
や
筋
肉
の
増
強
、
元
気
に

な
る
と
い
っ
た
効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
効

果
が
な
い
場
合
に
は
う
つ
病
や
脳
の
疾

患
、
そ
の
他
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
心
療
内
科
や
精
神
科
の
医

師
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、
総
合
的
に
治

療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

男
性
ホ
ル
モ
ン
が
そ
れ
ほ
ど
低
下
し
て

な
い
場
合
に
は
、
症
状
に
応
じ
た
薬
だ
け

を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
補
充
療

法
と
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
出
来
る
こ
と

・ 

ス
ト
レ
ス
：
脳
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

と
交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
、
男
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
低
下
し
ま
す
。

　

反
対
に
脳
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

と
分
泌
は
高
ま
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
を

溜
め
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

・ 

睡
眠
：
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
値
は
、
通
常
、

朝
に
高
く
夕
方
に
下
が
っ
て
、
睡
眠
中

に
回
復
し
ま
す
。

　

こ
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
た
め
に
早
寝
早

起
き
を
心
が
け
、
質
の
良
い
睡
眠
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

運
動
：
適
度
な
運
動
は
、
男
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。運
動
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
無
理

を
せ
ず
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
田
市
医
師
会
立　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師　
井
上
亜
紀　

身体的要因
・ホルモンの低下
・身体機能の低下

社会的要因
・社会との関係
・人間関係

心理的要因
・几帳面な性格
・ストレス耐性が
　弱い
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① ② ③ ⑤ ⑥

⑦ A⑧

⑨ ⑩ B

⑪ ⑫ C

⑬ D⑭ ⑮

E⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳

タテのキー
①　熟した稲の収穫作業のこと。
②　木を切る道具。
③　福岡県の地名、江戸時代に金印が見
つかりました。

⑤　防寒具や作業用に手につけます。
⑥　陶芸などでつかわれる回転する器具。
⑧　蛇の一種。沖縄、奄美地方に生息。
猛毒です。

⑩　神話になること。
⑫　魚釣りの必需品。
⑭　○○○集散　離れたり集まったりす
ること。

⑮　陣中○○○、病気○○○。
⑯　○○を強める。強い口調のこと。
⑱　周囲が水に囲まれた陸地。日本は○
○国です。

ヨコのキー
①　干支の 12 番目。近年では農作

物への被害が多くなっています。
⑤　政治的目的のために、暴力に訴
える行為。

⑦　猫もライオンも同じ仲間。
⑧　省略すること。
⑨　お祝いや仏事で使用します。
⑪　高い地位について名声を得るこ
と。○○○○出世。

⑬　投資元本に対する収益の割合。
⑯　イグサなどを織って作られた敷
物。

⑰　九州の県のひとつ。桜島が有名。
⑲　バイオリンとよく似た弦楽器の
ひとつ。

⑳　おいしい。技量が優れている。

ハガキまたはＥメールに下記の①
～⑤を記入いただき、お申し込み
ください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

　①クイズの答え
　②感想や 1 番よかった記事、
　　NOSAI への質問や要望
　③郵便番号、住所
　④氏名、年齢
　⑤電話番号

【ハガキのお送り先】
　〒 870-0822
　大分県大分市大道町
　　　　　３丁目１番１号
　大分県農業共済組合  広報係

【Ｅメールのお送り先】
　kirari@nosai-oita.jp

【応募の締め切り】 2014年11月30日(日)(消印有効)
【創刊号クイズの正解】  あんしん

応募総数 101 通のうち、正解者は 98 通でした。正解者の中から抽選の
結果、15 名の方に「ゆずの里 4 点セット」をお送りしました。

ご
家
族
紹
介

今号の
表紙

　

父
大
治
さ
ん
が
昭
和
54
年
に
乳
牛
４
頭
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

酪
農
経
営
。
平
成
15
年
に
大
学
を
卒
業
し
た
修
一
さ
ん
が
後
継

者
に
。
修
一
さ
ん
は
大
分
県
産
業
教
育
振
興
会
の
常
務
理
事
を

務
め
る
な
ど
地
域
貢
献
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
修
一
さ
ん
の
こ
と
を
「
忙
し
く
て
も
家
族
を
大
事

に
し
て
く
れ
ま
す
」
と
綾
子
さ
ん
。

　
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
た
ち
や
、
支
え
て
く
れ
る
妻
、

陽
気
な
父
と
母
に
囲
ま
れ
て
と
て
も
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
う
ち
の
牧
場
は
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認
証
牧

場
な
の
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
団
体
で
是
非
一
度
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
修
一
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
乳
牛
親
牛
43
頭　

和
牛
親
牛
22
頭
）

《杵築市山香町　田畑さんファミリー》
お父さん　大治（だいじ）さん（64）	 お母さん　陽子（ようこ）さん（62）
長男　修一（しゅういち）さん（33）	 お嫁さん　綾子（あやこ）さん（33）
お孫さん　昊飛（そらと）くん（5）	 お孫さん　颯士（はやと）くん（3）
お孫さん　真慧（まさと）くん（9ヶ月）

Ａ～Ｅを並べ替えて意味のあ
る言葉にしてください。

【ヒント】
炊き立てがいいですね。でも、
皮をむいたりあくを抜いたり手
間ヒマかかります…。

【プレゼント】
正解者の中から抽選で15名様に「トマトドレッシングセット」(観
光農園トマトファーム（玖珠町 ))
自家産トマトで作ったドレッシングセット。サラダだけでなくパ
スタ等とも相性抜群です。
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レシピ提供
宇佐市安心院町 中山ミヤ子さん
農村民泊『舟板昔ばなしの家』を営
む。農林漁家民宿のおかあさん100
選認定者。癒しを求め、各地から多
くの客が訪れる｡

NOSAIおおいた広報紙「きらり」第３号
平成26年10月発行

大分県農業共済組合
本所：〒870-0822 大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110  FAX.097-544-8242

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町2-1-6　TEL.097-558-3444
URL  http://www.ohp.co.jp/

URL  http://www.nosai-oita.jp/
E-mail  kirari@nosai-oita.jp

編
集
後
記

中
津
市
三
光
　
宮
本
　
周
さ
ん
（
21
）

竹
田
市
直
入
町
　
河
辺 

真
奈
美
さ
ん
（
27
）

❶
農
業
法
人
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

❷
機
械
を
使
う
た
め
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と

❸
作
業
等
で
周
り
か
ら
ほ
め
ら
れ
る
こ
と

❹
果
物
が
大
好
き
な
フ
ル
ー
ツ
男
子
で
す

❺
家
族
と
の
買
い
物
・
友
達
と
食
事
へ

行
く
こ
と

❻
色
々
な
機
械
の
使
い
方
を
覚
え
、
一

人
で
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
周

り
の
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い

❶
農
業
　
繁
殖
和
牛
８
頭

❷
牛
が
好
き
で
祖
父
母
の
家
で
飼
い
始

め
ま
し
た
が
、
体
力
の
い
る
仕
事
な

と
こ
ろ

❸
無
事
に
子
牛
が
生
ま
れ
た
と
き

❹
元
気
（
大
型
機
械
、
作
業
機
を
乗
り

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）

❺
お
い
し
い
店
を
探
し
食
べ
歩
く
こ
と

❻
牛
飼
い
が
で
き
る
お
母
さ
ん
に
な
り

た
い

　
あ
る
読
者
の
方
か
ら
の
質
問
を
８
頁

に
掲
載
し
ま
し
た
。
効
率
化
に
向
け
た

ご
指
摘
。
す
べ
て
に
お
い
て
検
証
さ
れ

る
べ
き
こ
と
。
で
は
自
分
の
仕
事
で
は

ど
う
か
。｢

前
か
ら
そ
う
だ
っ
た｣｢

決

ま
っ
て
い
た｣

を
理
由
に｢

何
故
？｣

と

問
う
こ
と
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
る
時
が
あ
る
。
改
善･

進
歩

の
余
地
の
な
い
仕
事
は
な
い
は
ず
。
丁

寧
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
は
ど
う
か
。
相

手
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
で
き
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
評
価
す
る
の
は
自
分
で

な
い
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
対
応
で
組

織
の
評
価
も
決
ま
る
と
心
に
留
め
て
お

き
た
い
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

伝えたい“ふるさとの味”
《
料
理
手
順
》

❶
さ
つ
ま
い
も
を
約
１

時
間
水
に
さ
ら
す
。

❷
小
麦
粉
、
砂
糖
、

塩
、
さ
つ
ま
い
も

を
入
れ
る
。

❸
卵
を
入
れ
全
部
混
ざ
る
よ

う
に
よ
く
こ
ね
る
。

❹
な
べ
に
濡
れ
ふ
き
ん
を
し

き
、
こ
ね
た
も
の
を
適
当

な
大
き
さ
に
丸
め
、
た
て

か
け
る
よ
う
い
し
が
き
状

に
並
べ
て
い
く
。

❺
約
30
分
な
べ
で
蒸
し
出
来

上
が
り
。

※

ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
等
の
化

学
膨
張
剤
を
使
用
し
て
な
い
た

め
ふ
っ
く
ら
し
て
い
な
い
。

　
水
は
使
わ
ず
卵
の
み
で
こ
ね
る
。

・
小
麦
粉 

４
０
０ｇ

・
さ
つ
ま
い
も 

４
０
０ｇ

・
卵 

３
個

・
砂
糖 

２
０
０ｇ

・
塩 

大
さ
じ
１
杯

昔
な
が
ら
の
い
も
餅

（
い
し
が
き
餅
）

昔
な
が
ら
の
い
も
餅

（
い
し
が
き
餅
）
材
料
（
15
〜
20
個
）

《調理のポイント》
料理手順①をおこなうと

あくがとれ、
出来上がりが

きれいになります。

み
や
も
と     

し
ゅ
う

か
わ
　べ    

ま
　
な
　
み

材
料

こねる様子

こねた後

蒸す前
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東部支所 TEL 0978-63-4466
中西部支所 TEL 0973-72-3409
北部支所 TEL 0978-32-1307 　（総合旅行業取扱管理者：佐藤春樹）

ＮＯＳＡＩおおいたが送る感動と満喫の旅をご案内します!!

3日間
古都鎌倉・東京スカイツリー古都鎌倉・東京スカイツリー
「富士山」「富士山」世界遺産世界遺産 ととＮＯＳＡＩ

ふれあいの旅

旅行期間旅行期間

20152015 11 2020 T
U
E

T
U
E 2222 T

H
U

T
H
U//

この度、ＮＯＳＡＩおおいたでは「ＮＯＳＡＩふれあいの旅」を企画しました。

世界遺産・冬景色の富士山、箱根、鎌倉に冬の東京スカイツリーと

NOSAIおおいたオリジナル企画の魅力いっぱいのコースをゆっくりとお楽しみいただけます。

今回は東部支所、中西部支所及び北部支所の管内組合員さん80名で計画しました。

この機会に組合員の皆さま、ご家族・ご友人との記念旅行として

ふるってご参加くださいますようご案内申しあげます。

下記の旅行企画にあります最寄りの支所までお申込みください。

旅行申込締切日 2014年 11月28日（金）
※満員になり次第締切ります。お申込みはお早めに!!

※もしくは「ホテル熱海 金城館」

募集人員 80名様 （最少催行人員40名様）

添乗員 同行致します

食事条件 朝食２回　昼食３回　夕食２回

宿泊ホテル ●熱海　後楽園ホテル　和室定員利用 

●東京　東京ドームホテル　洋室２～３名利用

ご旅行代金
お1人様 86,800円ご旅行代金ご旅行代金ご旅行代金
お1人様お1人様お1人様 86,800円86,800円86,800円
★２名１室をご希望の場合、お１人様6,400円の追加料金が必要です。

各地 ・・・・・・・・・・  大分空港 -------- 羽田空港（ANA192便） ・・・・・・・・・・  横浜ベイブリッジ（車窓） ・・・・・・・・・・  鎌倉（昼食） ・・・・・・・・・・  

高徳院 鎌倉大仏 ・・・・・・・・・・  建長寺 ・・・・・・・・・・  鶴岡八幡宮 ・・・・・・・・・・  江ノ島（散策） ・・・・・・・・・・  お宮の松（車窓） ・・・・・・・・・・  熱海温泉（泊）

朝　×
昼　和食
夜　宴会（飲み放題）

5:00頃 6:30/ 7:45 9:15/ 9:45 11:00/ 11:45

12:40/ 13:30 13:40/ 14:40 15:00/ 15:40 17:3011:50/ 12:25
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ホテル ・・・・・・・・・・  十国峠 ・・・・・・・・・・  箱根関所跡 ・・・・・・・・・・  箱根町 ～～（芦ノ湖遊覧）～～ 桃源台 ・・・・・・・・・・  大涌谷（散策） ・・・・・・・・・・  

芦ノ湖畔（昼食） ・・・・・・・・・・  御殿場IC ・・・・・・・・・・  駒形IC ・・・・・・・・・・  東京スカイツリー/東京そらまち ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  東京都内（泊）

朝　バイキング
昼　和食
夜　ホテル内（バイキング）

8:00 8:15/ 8:45 9:20/ 10:00 10:10/ 10:40 11:20 11:45/ 12:15

12:40/ 13:30 15:45/ 17:20 18:00

1月

日（水）
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【熱海後楽園ホテルイメージ】

【東京ドームホテルイメージ】

朝　バイキング
昼　天婦羅定食（浅草名物）

夜　×

1月

日（木）
22

ホテル ・・・・・・・・・・  靖国神社 ・・・・・・・・・・  皇居前（車窓） ・・・・・・・・・・  国会議事堂 ・・・・・・・・・・  浅草（浅草寺・仲見世通り） ・・・・・・・・・・  

浅草（昼食） ・・・・・・・・・・  羽田空港（ANA197便）  -------- 大分空港 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  各地 
8:00 8:20/ 9:00 9:35/ 10:50 11:25/ 12:40

15:55 17:40 19:40頃12:50/ 13:50

・ 皆様のご自宅近くから発着！！
・ 熱海の夕食は宴会“飲み放題付き！”
　※ビール・日本酒・焼酎・ソフトドリンク

・ 2日目夕食はホテルで豪華バイキング
　※アルコールのドリンク券（1杯分）付き！

・ 団体写真1枚サービス（ご夫婦参加者は1枚）
・ 東京スカイツリー展望デッキ入場券付き！！

ふれあいの旅
魅力の

ポイント

＊熱海温泉は「後楽園ホテル」
または「ホテル熱海 金城館」  
へ宿泊予定。


